











永 井 博 訳
統計資料分析の最も重要な課題の一つに, 社会・経済現象間の関係や相互依存の特徴がある｡






複雑現象を特徴づける関数的指標を, 文字で示す｡ 単純現象 (因子)の各々を特徴づける
決定された指標 因数を文字, , ,... で示す｡ 関数論的指標と決定された指標との間の検







体指数は, 関数論的指標を反映する全因子, すなわち, , ,... の合同的変化の総合度と
ともに存在する｡ 関数論的指標の変化に対するこれらの因子のうち, 各因子変化の影響度の量
的評価課題, いいかえれば各因子の分に相応する総合的影響の部分析出の量的評価の課題は,
部分指数構成によって, つまりそれぞれの因子, , ... を利用した指標の変化によって










因子の変化の影響を除去することにある｡ 一般的にいって, 類似的な除去は, 全ての因子の同
時的, 同傾向的な変化についての認識から出発するか, あるいは全ての因子の継続的な変化に










部分指数では, 各直前の指数の分母は, 各直後の指数の分子と一致する (最初の指数の分子と
最後の指数の分母をのぞけば)｡
本論文は, 部分指数作成の上述の二方法を比較評価する課題には触れない｡ 論文は, 部分指
数作成の連鎖的方法の適用に関連して生ずる中心的方法論的問題の検討にさかれる｡ 正確にい
えば, 連鎖的方法による部分指数作成という議論の余地のない変量 (вариант, 以下同様)
の選択に対する, 経済的な基準の立証問題の検討にさかれる｡
周知のように, もし全体指数の値 (すなわち関数論的指標の変化)を決定する因子が存在す
るならば, 連鎖的方法は, 因子 因数の部分指数への全体指数の分解体系 (個の異なった形

















出された二種類の原料価格 (соимость―価値―以下同様) の変化を分析する｡ 支出された
原料価格 (価値)を決定する因子としては次のものがある｡
生産された生産物量 
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示される｡ この指数で, とは不変 (基準時点の値) として示され, のみが変化する｡ 因






結局, と, および報告時点にすでに得られている値 (と) のもとでは順に変化する｡
この値は, 同一の行で示された指数  













































































































































































































































対する)連続性によって特徴づけられた組 (前ページの表()で第と第, 第と第, 第











相互に逆の (反対の)連続性の組 (先に指摘された)を, その必要性の観点からみてみよう｡




























































ある｡ すなわち, もし検討中の連続性におけるこれらの因子が, 隣接的因子である場合 (この
場合においてのみ部分指数のうち, 個の部分指数の分子が, その他のそれの分母と一致する)








さて, 次の組の因子, との変化の相互に逆の連続性に移ろう｡ そのうち第因
子にとっては, 第因子と第因子の積のみが, すなわち産出された生産量と単位当たり原料
支出の積 () が, 経済的意味のある複雑因子―生産における総原料支出―を形成する｡ 第
因子にとっては, 第因子と第因子の積 () を形成する｡ つまり第の連続性における
第因子と第因子の積 (すなわち原料価格と生産量の積) および第の連続性における















































次の個の因子変化の連続性, つまり第因子と第因子の連続性 (と), ここ
では第因子と第因子の積としても, 第因子と第因子の積としても経済的に意味のある










































らない｡ ここでの例では, 生産量の部分指数の作成から始めなければならない｡ このような見
方は, 
つの ｢競い合った｣ 分解体系から, 最終的な選択を行うことを可能にする｡ というの
は, そのうちのつには量的因子の影響が最初に研究され, その他の影響が次に研究されるか
らである｡ 従ってここでの例における価格的方法による最も経済的に正当化された分解体系と





個の単純現象, , の変化の結果, 複雑現象の変化, そのさいの変化が研究
されるとしよう｡ 第番目の指標および第
番目の指標を, 測定する指標, , 体系で識
別することにしよう)｡ 検討中の対象に直接導かれた指標は, 第番目の指標である｡ そこで








さらに, 番目の指標と直接関係した番目の指標を, 第順序の番目の指標 (例えばノ
ルマの)と命名し, 第順序の番目の指標を通して, 番目の指標と関連した番目の指標
を, 第順序の番目の指標 (例えば価格の)と命名しよう｡ 所与の具体的な統計において検
討されている番目の指標が常に量的指標形式をとることを指摘することは, 困難ではない｡
複雑現象を形成する指標体系, , は, 単一の相互に関係した指標体系であるので, そ
のうちの一つは常に番目の指標となる｡ 残り二つの指標のうちの一つ 第順序の番目
の指標 は, 番目の指標と直接関係する｡ 他のつの指標 第順序の番目の指標
は, 他の番目の指標を通してその指標と関係する｡ ―番目の指標, ―第順序の番
目の指標, ―第順序の番目の指標としよう｡ これらの条件で, ｢具体化する｣ 部分指数
体系は, 因子との変化の二つの相互に逆の連続性に相応した体系のみでなければな









性を認めるが, その他の移行を実現することは出来ない｡ 従って, 明らかな選択は, 因子変化
の初めの二つの連続性 (と) に相応しい二つの分解体系から作成される｡ これら二つ
の体系のうち一方を他より良いとすることは, 番目の指標―量的指標―の変化の影響が最
初に分析される体系であるからである｡
そこで経済的に関係した指標連鎖の存在 そこでは, 番目の指標が第の環であり, 
番目の指標と直接関係した第順序の番目の指標が第の環であり, 第順序の番目の指








る純粋に外的な標準となるのは, それらの相互に関係した連鎖度である｡ そこで例えば, 指標






討するさいに重要であるとみなしている｡ このように例えば, ゲ･イ･バクラーノフ (Г.И.
Бакланов)は個の因子による生産量の変化を分析しながら, 次のように書いている｡ す







しながら, 個の因子 (＝を除いて)中, 各因子の部分指数の異なった値の数は, 部分指数
への全体指数の可能な分解体系の数より少ない, なぜなら個の因子中, 各因子の同一の部




可能な変量数の確定を必要とする｡ デ･ヴェ･サビンスキー (Д.В.Савинский)教授は, 
個の因子のうち, 各因子の部分指数加重の可能な変量数の問題を解決しようと試みながら, 次
のように書いている｡ すなわち ｢唯一無二の指数の数は算式によってで計算される｡
このようにして, 個の因子では, 指数の異なる変形(－)＝が可能であり, 個の因子で
はであり, 個の因子では, その数は(原文では明らかな誤植で, ―エリ･エス･カジ
ネッツ)となる, 等々｣)｡ 従って, デ･ヴェ･サビンスキーの見解によれば, 各因子の部分指





算にとって誤った, 役に立たないものである｡ 正しい算式は次の形式をとる｡ つまりで
ある｡ ここでは検討中の因子の数である｡ 言い換えれば, 諸部分指数のうち各部分指数の
異なる加重変量数は, 算術級数ではなく, 幾何級数で計算される, それゆえある因子に対する
検討中の因子数の大きさは, 各指数の可能な加重変量数の倍になる｡
実際に, 個の因子分析のさい, そのうち個の因子は指数化中の大きさのものとなるが, 
個目はウェイトとなる｡ 因子 ウェイトが現在時点での値と同様に基準時点での値で取り扱わ
れるかぎり, 個の因子の場合, 個の加重変量が可能である｡ 個の因子のさいは今までの
ように, 一個は指数化されるものであり, 残り個の積はウェイトとなる｡ 個の因子―そ
の因子の積は現在時点のその値と同等にウェイトを形成する―のうち一個の因子の基準値は,


















分析にさいしては部分指数 余因子への全体指数の分解の ｢具体化中の｣ 方法のみが存在し,
残りの個の分解方法は, 経済学的側面から満足のいくものとしては認められ得ないと








) いわゆる個別指数にとって双方の除去方法は, 同一の結果に帰する｡ この原理によれば, 個別指数は
検討されない｡
) 全数調査の形式的平等な分解基準の数字を決定する大きさは, 『統計学一般理論教程』 (Курс
общейтеориистатистики) 国家計画委員会出版 (Госпланиздат), , 頁, に
おいて, エリ･ヴェ･ネクラーシ (Л.В.Некраш)によって初めて示された｡
) デ･ヴェ･サビンスキー (Д.В.Савинский), 『工業統計教程』 (Курспромышленнойстатис





) この概念は, エリ･ヴェ･ネクラーシ (Л.В.Некраш)とヴェ･エス･ネムチノフ (В.С.Немчинов)
に見受けられる｡ (参照｡ エリ･ヴェ･ネクラーシ, 『一般統計学理論教程』 (Курсобщейтеории
статистики), 国家計画委員会出版 (Госпланиздат), , ページ｡ 科学アカデミー
会員ヴェ･エス･ネムチノフ, 『一般理論農業統計学』 (Сельскохозяйствен―наястатистик
асосновамиобщейтеоии), 農業経済国立図書出版所 (Сельхозгиз), ページ｡
	) 『統計学紀要』 (Курс промышленнойстатистики), ソ連邦科学アカデミー出版 (Издание
АкадемиинаукСССР), 年第巻, ページ｡
















本訳は, エリ･エス･カジネッツ ｢因子影響分析の連鎖的方法の問題｣ (ЛСКазинец
К Вопросу о Цепном Методе Анализа Влияния Факторов)の全訳であり,
ソ連邦中央統計局機関の月刊雑誌 『統計通報』 (ВестникСтатистики), №に所
載のものである｡
なお原文にある注は, 本訳の最後に通し番号で記し, 文中の表には番号を付すことにした｡
エリ･エス･カジネッツ著 因子影響分析の連鎖的方法の問題
―	―
